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廃ガラスの再生材として製造されている発泡ガラ

スについて、一般環境中で使用される場合の環境安

全性の評価を行うとともに、安全性の確保のために、

添加剤により重金属類の溶出を抑制する方法につい

て検討した。発泡ガラスは粉砕した廃ガラス瓶に炭

化珪素を加え高温で発泡させて作製した。原料とし

た廃ガラス瓶中の重金属類の含有量は、緑系ガラス

が最も高く、Pbが 100(23～ 190)mg/Kg、T-Crが 840

(810～ 1000)mg/Kg、Asが 11(4.0～ 25)mg/Kgであ
った。溶出量も緑系ガラスで高く Pb は 0.15(<0.01
～ 0.43)mg/Kg、Cr(Ⅵ)は 0.11(<0.05～ 0.33)mg/Kg、
Asは 1.2(0.43～ 3.1)mg/Kgであった。特に Asの溶
出率が高いことが確認された。また、Pb は CaSO4

と Fe ２(SO ４)３を、As は Ca(OH)２と Fe ２(SO ４)３を
原料に添加することで溶出を抑制できることを確認

した。


